
議
案
第
45
号

令
和
６
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
案

歳
出

成な
り

田た　
克か

つ

子こ　
委
員

Ｑ　
本
市
で
保
護
し
て
い
る
文
化
財
の

数
は
。
ま
た
、
児
童
生
徒
に
周
知
は
し

て
い
る
か
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　
市
指
定
の
文
化
財
は
、
千
代
の
松

や
公い
ち
ょ
う
孫
樹
、
旧
制
木
造
中
学
校
講
堂
な

ど
全
部
で
14
件
あ
り
、
小
中
学
校
に
お

い
て
は
、
出
前
授
業
を
行
い
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

長は

谷せ

川が
わ　

榮え
い

子こ　
委
員

Ｑ　
住
民
税
の
減
額
に
よ
り
、
市
の
財

政
負
担
は
発
生
す
る
か
。

【
財
政
部
長
】

Ａ　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者

負
担
に
つ
い
て
は
、
定
額
減
税
実
施
後

の
住
民
税
所
得
割
額
で
判
定
さ
れ
る
た

め
、
定
額
減
税
を
受
け
た
場
合
に
は
、

利
用
者
の
負
担
が
少
な
く
な
る
一
方
、

市
の
扶
助
費
に
か
か
る
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

三み
つ

橋は
し　

あ
さ
み　
委
員

Ｑ　
今
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　
65
歳
以
上
の
定
期
接
種
の
見
込
み

数
は
５
２
０
０
人
。
一
人
あ
た
り
の
接

種
費
用
は
１
万
５
３
０
０
円
だ
が
、
国

と
市
の
助
成
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
自

己
負
担
は
２
０
０
０
円
と
な
る
見
込

み
。
な
お
65
歳
未
満
は
任
意
接
種
と
な

る
た
め
、
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

秋あ
き

田た

谷や　
建た

て

幸ゆ
き　

委
員

Ｑ　
過
去
３
年
間
に
農
道
の
改
修
実
績

は
あ
る
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

Ａ　
市
単
独
で
の
大
規
模
な
改
修
実
績

は
な
い
が
、
県
に
お
い
て
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
８
年
度
の
６
か
年
で
、
下
車

力
地
区
の
農
道
下
車
力
16
号
線
の
改
修

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

山や
ま

内う
ち　

　
勝ま

さ
る　

委
員

Ｑ　
増
額
し
た
お
も
な
理
由
は
。

【
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】

Ａ　
電
気
代
の
高
騰
や
、
こ
け
ら
落
と

し
事
業
で
誘
致
し
た
Ｖ
リ
ー
グ
や
Ｂ

リ
ー
グ
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
使
用
料

を
50
％
減
免
し
た
た
め
。

平ひ
ら

田た　
浩こ

う

介す
け　

委
員

Ｑ　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

説
明
を
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
８
月
20
日
ま
で
営
業
し
た
後
、
遊

具
の
解
体
を
10
月
下
旬
ま
で
行
う
。
新

た
な
遊
具
の
設
置
は
年
内
に
完
了
さ

せ
、
来
年
度
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
予
算
特
別
委
員
会

の
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

旧制木造中学校講堂

委
員
長

　
　
成な

り

田た　
　
博ひ

ろ
し

予
算
特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
委
託
料

６
９
４
９
万
円

文
化
財
保
護
費

△
４
２
４
万
円

定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
事
業

２
億
７
５
３
５
万
円

農
道
維
持
工
事

１
９
５
５
万
円

総
合
体
育
館
費
施
設
指
定
管
理
料

１
０
４
９
万
円

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
遊
具
撤
去
工
事

設
計
監
理
業
務
委
託
料１

１
０
万
円

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
遊
具
撤
去
工
事

８
０
０
万
円
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債
務
負
担
行
為

佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　
委
員

Ｑ　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ら
び
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
者
数
は
。

【
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】

Ａ　

昨
年
６
月
か
ら
３
月
末
ま
で
の

10
ヶ
月
間
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
は
５
８
６
０
人
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
つ
い
て
は

１
万
３
０
８
３
人
が
利
用
し
た
。

請　願　名

請願第１号

健康保険証の存続を求める意見
書の提出について

請 願 内 容

１　マイナンバーカードと一体化さ
れたマイナ保険証の取得は、申請
による任意の判断のみに基づくと
の原則を明確にすること

２　マイナ保険証に対する国民の
不安が払拭されるまでは、現行健
康保険証を存続させること

委員会の
意見・結果

（教育民生常任委員会付託）
現行の保険証をしばらく存続し、
マイナ保険証の機能を十分理解し
たうえで廃止すべきだと考えるた
め、これを採択し、意見書案を本
会議に提出する。

発議第３号
健康保険証の存続を求める意見書案

　政府は現行の健康保険証を廃止し、マイナ保
険証に一本化することを閣議決定したが、マイナ
保険証の取得は申請による任意の判断に基づくと
の原則を明確にするほか、国民の不安が払拭さ
れるまで現行の健康保険証を存続させるよう国に
要望する。

この意見書案は全会一致で可決され、
議長名で内閣総理大臣ほか関係機関に
送付しました。

陳　情　名

陳情第１号

総合体育館以外の市内体育
施設（特定利用施設）に関す
る陳情書

陳 情 内 容

１　総合体育館以外の市内体
育施設（特定利用施設）３施
設を社会教育認定団体にも継
続利用させること

（市の意見）　社会教育認定団
体の体育館の利用状況を注視
しながら、検討していきます。
　　
２　柏総合体育センターの床
の芝への変更中止について

（市の意見）　床を芝に変更す
る計画はありません。

３　総合体育館メインアリーナ
へのバスケットゴール常設につ
いて

（市の意見）　メインアリーナで
は、様々な競技の利用を目的
としているため、バスケットゴー
ルの常設はできません。

４　学校体育施設開放事業に
ついて

（市の意見）　必要な学校体育
施設の学校開放を進めていき
ます。

委員会の
意見・結果

（教育民生常任委員会付託）
１、２、３については不採択、
４については採択すべきだと考
え、本会議において一部採択
として決議した。

総合体育館　トレーニングルーム

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

リ
ー
ス
料

２
８
０
０
万
円

（
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
）

提出された請願・陳情は以下のようになりました

議員発議
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